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（
写
真
は
、
新
開
乗
馬
遊
園
地
の
う
さ
ぎ
園
）

ま
ち
づ
く
り
に
が
ん
ば
り
ま
し
ト
訊
う
。

り
と
手
を
つ
な
ぎ
、
豊
か
な
住
み
よ
い

本
年
も
五
万
二
千
市
民
が
、
が
っ
ち

昭
和
五
十
年
が
明
け
ま
し
た
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一
般
会
計
予
算

昭和50年1月号

　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
定
例
市
議
会
は
、
追
加
議
案
の
関
係
上
、
会
期
を
六

日
間
延
長
し
て
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
追
加
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
、
予
算
な
ど
十
五
件
で
、
全
部
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
番
号
順
に
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
議
案
第
八
十
三
号
「
市
有
財
産
の
処

分
に
つ
い
て
」
は
、
日
知
屋
字
畑
浦
の

市
有
地
（
竹
島
）
を
旭
化
成
工
業
株
式

会
社
に
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
面
積
は

六
万
九
千
二
百
七
十
二
平
方
層
。
処
分

価
格
は
一
億
四
百
七
十
七
万
円
。

　
議
案
第
八
十
四
号
「
公
有
水
面
埋
立

に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
」
は
、
細
島

工
業
港
内
の
あ
け
ぼ
の
橋
北
側
一
帯
を

延
長
四
百
八
摺
に
わ
た
り
、
護
岸
な
ら

び
に
埋
め
立
て
工
事
を
す
る
も
の
で
、

本
年
度
を
初
年
度
と
す
る
五
力
年
計
画

に
よ
り
、
総
工
費
一
億
四
百
万
円
で
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
議
会
議
員
や

市
三
役
の
報
酬
等
も
改
定

　
議
案
第
八
十
五
号
「
日
向
市
議
会
の

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
改
定
す
る
も
の

で
、
議
長
十
四
万
円
、
副
議
長
十
二
万

五
千
円
、
議
員
十
一
万
円
と
な
り
ま
す

　
議
案
第
八
十
六
号
「
日
向
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
は
、
教
育
委
員
や
選
挙

管
理
委
員
な
ど
各
種
行
政
委
員
の
報
酬

を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
議
案
第
八
十
七
号
「
日
向
市
議
会
の

請
求
等
に
よ
っ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す

る
実
費
弁
償
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
は
、
市
議
会
等
の
請
求
に

よ
っ
て
出
頭
し
た
人
に
対
す
る
実
費
弁

償
額
を
二
千
五
百
円
に
改
定
す
る
も
の

で
す
。

　
議
案
第
八
十
八
号
「
日
向
市
常
勤
の

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
市
三
役
の
給

与
を
改
定
す
る
も
の
で
、
市
長
三
十
六

万
円
、
助
役
二
十
八
万
円
、
収
入
役
二

十
四
万
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
は

　
議
案
第
八
十
九
号
「
日
向
市
教
育
長

の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
門
改
正
す
る

条
例
」
は
、
市
教
育
長
の
給
与
を
二
十

四
万
円
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
議
案
第
九
十
号
「
日
向
市
消
防
団
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
消

防
団
員
の
報
酬
を
改
定
す
る
も
の
で
す

　
以
上
の
改
定
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
四

十
九
任
十
二
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
議
案
第
九
十
一
号
「
日
向
市
一
般
職

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
人
事
院
勧

告
に
伴
っ
て
、
市
職
員
の
給
与
等
を
改

定
す
る
も
の
で
す
。

二
億
八
千
七
百
六
十
九
万
円

　
つ
ぎ
は
、
議
案
第
九
十
二
号
「
，
昭
和

四
十
九
任
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
、

議
案
第
九
十
三
号
［
、
昭
和
四
十
九
年
度

日
向
市
公
営
住
宅
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
」
、
議
案
第
九
十
四
号
「
日
向
市

東
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
」
、
議
案
第
九
十
五
号
「

昭
和
四
十
九
年
度
日
向
市
曾
根
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
」
、

議
案
第
九
十
六
号
「
昭
和
四
十
九
任
度

日
向
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
」
、
議
案
第
九
十
七
号
「
昭

和
四
十
九
年
魔
白
向
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
」
は
、
い
ず
れ
・
も
⇔
、
・
き
に
途

べ
ま
し
た
特
別
職
な
ら
び
に
一
殻
職
の

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
も
の
で
、
矯

正
総
額
は
、
一
般
会
計
が
二
億
八
千
七

百
六
十
九
万
円
、
各
特
別
会
計
あ
わ
せ

て
千
百
八
十
四
万
四
千
円
、
水
道
会
計

は
千
三
百
三
十
三
万
力
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
本
年
度
の
各
会
計
別
の

補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
四

十
億
六
千
七
百
八
十
万
千
円
、
公
営
住

宅
事
業
特
別
会
計
二
億
六
千
四
百
八
十

七
万
二
千
円
、
東
部
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
四
千
百
九
十
四
万
三

千
円
、
曾
根
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
二
億
八
千
六
百
四
十
四
万
五
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
五
億
三

千
九
十
七
万
九
千
円
、
水
道
事
業
会
計

の
う
ち
収
益
的
収
入
及
び
支
出
一
億
五

千
八
百
九
十
三
万
六
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

、
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悪
臭
追
放
に

規
制
地
域
・
規
制
基
準

　
県
で
は
、
悪
臭
公
害
の
歯
止
め
対
策

と
し
て
、
　
「
悪
臭
規
制
地
域
お
よ
び
規

制
基
準
」
を
定
め
ま
し
た
。

　
規
制
地
域
は
、
日
向
市
な
ど
九
市
と

高
鍋
町
で
、
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
規
制
物
質
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
チ

ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
、
硫
化
水
素
、
硫
化

メ
チ
ル
、
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
の
五
つ

で
、
こ
れ
ら
の
規
制
基
準
は
、
つ
ぎ
の

二
と
お
り
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

ω
工
場
、
そ
の
他
事
業
場
の
敷
地
の
境

　
界
線
上
に
お
け
る
規
制
基
準

ω
工
場
、
そ
の
他
事
業
場
の
煙
突
、
そ

　
の
他
の
気
体
排
出
施
設
か
ら
排
出
さ

　
れ
る
悪
臭
物
質
の
当
該
排
出
施
設
の

　
排
出
口
に
お
け
る
規
制
基
準

　
こ
の
う
ち
、
ω
の
敷
地
境
界
線
上
の

基
準
値
は
、
A
地
域
（
主
に
居
住
地
域

商
業
地
域
）
、
B
地
域
（
主
に
工
業
地

域
）
、
C
地
域
（
A
、
B
以
外
の
地
域

）
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
A
地
域
で
は
、
ア
ン
モ

ニ
ア
一
P
P
M
、
メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ

ン
○
。
○
〇
二
P
P
M
、
硫
化
水
素
0

・
〇
二
P
P
M
、
硫
化
メ
チ
ル
○
・
○

口
B
地
域
（
主
に
工
業
地
域
）

　
　
用
途
地
域
の
う
ち
、
商
工
業
地
域

　
の
一
部
（
A
地
域
を
除
く
。
）
、
準

　
工
業
地
域
、
工
業
地
域
お
よ
び
工
業

　
専
用
地
域
の
一
部
の
区
域
。

　
　
用
途
地
域
外
の
う
ち
、
美
々
津
町

　
字
上
置
町
原
、
字
清
水
谷
の
一
部
の

　
区
域
。

⇔
C
地
域
（
A
、
B
以
外
の
地
域
）

　
処
理
場
等

ム
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
肌
畜
産
農
業
、

　
複
合
肥
料
製
造
業
、
化
製
場
、
魚
腸

　
骨
処
理
場
、
水
産
か
ん
詰
製
造
業
等

　
こ
の
規
制
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

五
十
年
一
月
一
日
）
か
ら
、
一
年
聞
の

猶
予
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
、
基
準
値
に

合
致
し
な
い
と
こ
ろ
は
改
善
命
令
等
の

措
置
が
と
ら
れ
、
さ
ら
に
悪
質
な
違
反

者
に
は
一
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
十

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
二
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
規
制
地
域
等
に
つ
い
て
、
く

わ
し
い
こ
と
は
、
市
環
境
保
全
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
P
P
M
、
ト
リ
メ
チ
ル
ア
ミ
ン
○
・

○
〇
五
P
P
M
の
場
合
、
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
弱
い
に
お
い
を
感
知
す
る
程
度

の
臭
気
で
す
が
、
最
も
き
び
し
い
基
準

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
B
、
C
地
域
は

A
地
域
よ
り
基
準
は
緩
和
さ
れ
て
い
ま

す
。　
本
市
の
規
制
地
域
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

e
A
地
域
（
主
に
居
住
地
域
、
商
業
地

　
域
）　

用
途
地
域
の
う
ち
、
第
一
種
住
居

専
用
地
域
、
第
二
種
住
居
専
用
地
域

住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
お
よ
び

商
業
地
域
の
一
部
（
大
字
日
知
題
字

新
開
の
一
部
お
よ
び
船
場
町
の
一
部

を
除
く
。
）
の
区
域
。

　
用
途
地
域
外
の
う
ち
、
大
字
平
岩

字
土
々
呂
毛
、
字
松
ハ
ゼ
、
字
舟
人

字
上
舟
人
、
字
中
舟
人
、
字
下
舟
人

字
元
市
、
字
馬
溝
、
字
ク
ボ
田
、
大

字
幸
脇
字
港
柱
通
、
．
字
幸
島
、
譜
表

湾
、
美
々
津
町
字
西
の
別
府
、
上
房

の
口
、
字
浜
山
、
字
清
水
谷
の
一
部

の
区
域
と
、
美
々
津
町
字
下
町
、
字

中
町
、
字
上
別
府
、
字
中
別
府
、
字

沖
の
別
府
の
全
域
。

　
　
用
途
地
域
外
の
う
ち
、
美
々
津
『

字
高
松
、
字
前
田
、
字
竹
内
、
字
田

　
久
保
、
字
前
原
、
三
宮
の
下
、
字
新

　
宅
、
字
五
反
田
の
全
域
と
、
美
々
津

　
国
字
草
刈
、
字
内
湯
、
字
新
川
、
字

　
長
田
の
一
部
の
区
域
。

（
※
参
考
）

各
悪
臭
物
質
の
主
要
発
生
源
事
業
場

▽
ア
ン
モ
ニ
ア
“
畜
産
農
錨
茱
、
鶏
糞
乾

　
射
場
、
複
合
肥
料
製
造
業
、
で
ん
粉

　
製
造
業
、
化
製
場
、
魚
腸
骨
処
理
場

　
フ
ェ
ザ
ー
処
理
場
、
ご
み
処
理
場
、

　
し
尿
処
理
場
、
下
水
処
理
場
等

▽
メ
チ
ル
メ
ル
カ
プ
タ
ン
ー
ー
ク
ラ
フ
ト

　
パ
ル
プ
製
造
業
、
化
製
場
、
魚
面
骨

　
処
理
場
、
ご
み
処
理
場
、
し
尿
処
理

場
、
下
水
処
理
場
等

▽
硫
化
水
素
1
1
畜
産
農
業
、
ク
ラ
フ
ト

　
パ
ル
プ
製
造
業
、
で
ん
粉
製
造
業
、

　
セ
ロ
フ
ァ
ン
製
造
業
、
ビ
ス
コ
ー
ス

　
レ
ー
ヨ
ン
製
造
業
、
化
製
場
、
魚
腸

　
骨
処
理
場
、
フ
ェ
ザ
ー
処
理
場
、
ご

　
み
処
理
場
、
し
尿
処
理
場
、
下
水
処

理
場
等

▽
硫
化
メ
チ
ル
ー
ー
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
製

造
業
、
化
製
場
、
魚
腸
骨
処
理
場
、

　
ご
み
処
理
場
、
し
尿
処
理
場
、
下
水

敷地境界線上における規制基準

物質1

　　㌧ンモ・ア1鍔劉1硫化水素騙ヒ・チルゆりζ勉
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地域
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0．020．050．060．0042．0域地B

0．070．20，20．015．0順義C
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移
動
相
談
所
を
開
設

　
今
年
も
ま
た
市
税
の
申
告
時
鄭
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応

じ
る
た
め
、
つ
ぎ
の
日
ど
り
で
市
県
民

税
申
告
の
「
移
動
相
談
所
」
を
開
設
い

た
し
ま
す
。

　
申
告
は
、
市
県
民
税
の
申
告
と
国
民

健
康
保
険
税
の
所
得
割
の
決
定
を
す
る

た
め
の
所
得
を
あ
わ
せ
て
同
じ
用
紙
で

申告相談所開設日程表

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
相
談
所
で
は
代
筆
も
い
た
し
ま

す
が
、
家
族
構
成
欄
な
ど
は
で
き
る
だ

け
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
に
あ
た
っ
て
は
つ
ぎ
の

こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

髪
申
告
相
談
所
に
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

②
家
族
の
氏
名
お
よ
び
生
年
月
日
の

　
判
明
す
る
も
の

③
国
民
健
康
保
険
税
の
領
収
書
お
よ

　
び
年
金
手
帳

④
医
療
費
や
生
命
保
険
料
の
領
収
書

　
そ
の
他
必
要
経
費
の
認
定
上
必
要

　
な
領
収
書
お
よ
び
関
係
書
類

⑤
そ
の
他
所
得
の
算
定
上
必
要
な
関

　
　
係
書
類

摂
申
告
書
の
提
出
期
限
　
三
月
十
五
日

　
　
忘
れ
て
申
告
さ
れ
な
い
と
所
得
控

　
除
、
税
額
控
除
を
受
け
ら
れ
ず
余
分

　
の
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
、
申

　
告
し
た
人
と
比
較
し
て
税
負
担
が
重

　
く
へ
、
6
り
ま
す
の
で
、
必
ず
三
月
十
五

　
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

％
申
告
書
を
提
出
す
る
人

　
①
住
民
登
録
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

　
　
ら
ず
、
昭
和
五
十
年
一
月
一
日
に

　
　
日
向
市
に
居
住
し
昭
和
四
十
九
年

　
　
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人

　
②
給
与
所
得
者
で
、
農
業
、
営
業
、

　
　
不
動
産
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ
一
．

　
　
た
人

　
③
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
の
な
い

　
　
事
業
所
の
給
与
所
得
者

　
④
給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
、
医
療

　
　
費
控
除
ま
た
は
給
与
支
払
報
告
書

　
　
と
異
な
っ
た
扶
養
控
除
を
受
け
よ

　
　
う
と
す
る
人

ゑ
申
告
相
談
所
の
日
程

　
　
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
三
月
二

　
日
以
降
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
次
号

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
告
書
用
紙
は
二
月
上
旬
か
ら

お
送
り
し
ま
す
。
も
し
届
か
な

い
よ
う
で
し
た
ら
、
ご
め
ん
ど

う
で
も
市
税
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
き
い
。

月朗 曜 1時　　　　間　：　場　　　　所

9．30～16．oo　l高松公民館　　　　…

2．17 月

　　　　…X．30～16，00　　新町公民館　　　　し

1

　　　　1X．30～1600　　飯谷公民館

218 火
F　9．30～16．00こ幸脇公民館

；93。一1。。。｛余瀬公民館　　　　　1

219 水

一　』

P3．00～16．00ヨ遠見公民館　　　　　F

　『一　『．一　．…

X．50～16．ooI田ノ原公民館

2，2〔1 木

　9．50～16．00　　美砂公民館』一一一一一．一　一．一一．一＿＿　　．　　　一．　．一一

P5．00～16．00　．秋留公民館

9．00～12．00　　鳥ノ巣公民館

@　　　一　　　
2．21 金 P3．00～16．00　　三毛公民館

13．00～16．00　　三木公民館

9．00～12．00　　本谷公民館

222 土
　　　　　　　　　　一
X．00～1200　　西川内公民館

9．30～16．00　　南日向公民館

224 月 9．30～1200　　庄手公民館

15．00～16．00　　梶木公民館

2．25 火 9．00～16．00　1市役所委員会室

2．26 水 9，00～1600　　市役所委員会室

9．30～1600　　中村公民館

227 木 13．00～16．00　　奥野公民館

一　　『

15．00～16．00　．永田公民館

一

228 金 9．30～16．00　　往還公民館

9．30～12．00　　北町公民館

3．「 土

9．30～12．00　　畑浦公民館

「

／
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輝
か
し
い
昭
和
五
十
年
の
新
春
を
こ

と
ほ
ぎ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ま

の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し

一
，
D
，

一
　
｛
｝

ま
す
。

　
昨
年
は
、
世
界
的
な
不
況
の
な
か
に

わ
が
国
の
経
済
は
十
分
な
供
給
性
を
維

持
し
な
が
ら
も
物
価
高
と
い
う
、
ま
こ

と
に
変
則
的
な
イ
ン
フ
レ
と
な
り
、
き

び
し
い
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
窮
屈
な
年

に
な
り
そ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
「

教
育
施
設
の
整
備
充
実
」
、
　
「
社
会
福

祉
対
策
の
増
進
」
、
　
「
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
」
、
　
「
地
域
産
業
の
振
興
」
を

基
調
と
し
た
諸
般
の
施
策
や
事
業
等
は

多
少
の
計
画
変
更
は
あ
っ
て
も
、
お
た

ゆ
3
⇔
彗

φ
0
ゆ
．

ψ
0
“

が
い
の
社
会
連
帯
感
を
醸
成
す
る
な
か

で
、
で
き
る
限
り
積
極
的
に
す
す
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
移
り
変
る
社
会
的
、
経
済
的
情
勢
を

十
分
見
き
わ
め
つ
つ
、
市
総
合
計
画
に

の
っ
と
っ
た
各
種
の
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
各
位
の
ご
協
力
、
ご
指
導
を
切

に
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。

昭
和
五
十
年
元
旦

日
向
市
長
　
児
玉
袈
裟
雄

「
φ

年

頭

⇔
0
0
－
0

ゆ
の
ゆ

ψ
〕
ご

，

あ

た

5

b
レ
，
気
　
一
　
～
，
ρ
　
1

（
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

り

　
す
が
す
が
し
い
昭
和
五
十
年
の
新
春

を
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
あ
げ
ま
す

　
日
向
市
も
細
島
臨
海
工
業
地
帯
造
成

以
来
、
東
九
州
の
玄
関
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
く
、
経
済
基
盤
の
整
備
を

8
0
0
の
0
0
9
＾
0
－
0
り
’

一
心
と
し
た
諸
施
策
が
整
え
ら
れ
、
ま

す
ま
す
躍
進
の
途
上
に
あ
る
こ
と
は
、

ひ
と
え
に
市
民
の
み
な
さ
ま
の
そ
れ
ぞ

れ
の
職
域
に
お
け
る
ひ
た
す
ら
な
ご
尽

力
の
賜
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

る
と
と
も
に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
昨
年
か
ら
の
石

油
危
機
以
来
、
国
際
、
国
内
の
経
済
情

勢
は
、
誠
に
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
り

本
年
も
引
き
続
き
楽
観
は
許
さ
れ
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
申
に
あ
っ
て
、
本
市
も

こ
れ
ら
の
直
接
、
間
接
の
影
響
を
受
け

き
び
し
い
試
練
の
年
を
迎
え
た
の
で
あ

り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
こ

そ
市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
英
知
を

結
集
し
、
公
害
の
な
い
、
平
和
で
住
み

よ
い
日
向
市
の
建
設
に
更
に
研
さ
ん
を

重
ね
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て

ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
年
元
旦

日
向
市
議
会
議
長
　
柏
田
　
勝

民
生
（
児
童
）
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
日
向
市
民
生
（
児
童
）
委
員
が
つ
ぎ

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
）
内
は
担
当
区
、
　
（
敬
称
略
）

▽
金
丸
英
（
都
町
、
上
町
の
一
部
）
、

▽
竹
内
セ
ツ
（
上
町
、
本
町
の
一
部
）

▽
赤
木
初
音
（
中
町
、
本
町
の
一
部
）

▽
志
賀
清
談
（
南
町
）
、
▽
黒
木
重
見

（
北
町
、
花
ケ
丘
）
、
▽
山
下
フ
ミ
エ

（
東
草
場
、
春
原
町
）
、
▽
那
須
チ
エ

（
西
草
場
）

西
川
内
）
、

見
橋
通
り
）

▽
黒
木
豊

梶
木
）
、

河
野
一
雄

向
江
町
の
一
部
）

崎
中
）
、
▽
太
田
二
三
四

一
部
）
、
▽
石
川
寿
恵

三
丁
目
）
、

高
砂
団
地
）

目
、
二
丁
目
の
一
部
、

河
野
義
英

▽
海
野
土
一

本
清
信
（
江
良
の
一
部
）

（
公
園
通
り
）

一
方
の
一
部
）

方
の
「
部
）

部
）
、
▽
柏
田
大
二
郎

）
、
▽
牧
野
田
弁
治

野
治
良
（
吉
野
川
）

（
清
正
）
、

八
幡
）
、
▽
大
橋
ノ
ブ
子

　
、
▽
河
野
城
一
郎
（
本
谷

　
▽
松
木
倉
夫
（
中
原
、
高

　
、
▽
河
野
義
雄
（
広
見
）

（
庄
手
）
、
▽
黒
田
美
好
（

▽
柏
田
恵
（
亀
崎
東
）
、
▽

（
鶴
町
一
、
二
丁
目
の
一
部

　
　
　
、
▽
石
崎
幸
男
（
亀

　
　
　
　
　
　
（
向
江
町
の

　
　
　
　
　
（
原
町
二
丁
目

　
▽
上
原
大
（
原
町
一
丁
目

　
、
▽
田
申
通
（
鶴
町
一
丁

目
　
　
　
　
三
丁
目
）
、
▽

（
原
町
四
丁
目
、
新
生
町
）

　
（
江
良
の
一
部
）
、
▽
倉

　
　
　
　
　
　
、
▽
福
井
実

　
　
、
▽
小
原
マ
サ
ノ
　
（
堀

　
　
、
▽
金
丸
萬
義
（
堀
一

、
▽
成
合
晃
（
曾
根
の
「

　
　
　
　
　
（
曾
根
の
「
部

　
　
　
　
（
畑
浦
）
、
▽
河

　
　
　
　
、
▽
松
葉
マ
サ
エ

▽
今
村
為
市
（
庄
手
向
、

　
　
　
　
　
　
（
地
蔵
、
八

坂
）
、
▽
木
浦
福
次
郎
（
宮
の
上
）
、

▽
山
下
奈
良
一
（
伊
勢
、
高
々
谷
）
、

▽
大
塚
喜
美
（
山
下
）
、
▽
江
川
正
人

（
往
還
の
一
部
）
、
▽
大
山
順
「
（
往

還
の
一
部
）
、
▽
西
町
英
子
（
比
良
町

の
「
部
）
、
▽
治
田
甚
蔵
（
比
良
町
の

一
部
）
、
▽
土
井
政
（
松
原
）
、
▽
赤

木
業
輌
美
　
（
切
島
一
）
　
、
　
▽
黒
木
一
兀
美
　
（

切
島
二
の
「
部
）
、
▽
山
口
公
男
（
切

島
二
の
一
部
）
、
▽
後
藤
俊
「
（
千
束

口
、
新
財
市
の
一
部
）
、
▽
石
谷
安
治

（
新
財
市
の
「
部
）
、
▽
矢
北
時
義
（

中
村
）
、
▽
細
川
平
助
（
奥
野
）
、
▽

池
田
博
柾
（
永
田
）
、
▽
黒
木
輝
雄
（

秋
留
、
山
の
田
）
、
▽
中
沢
光
子
（
曙

美
砂
）
、
▽
戸
田
十
郎
（
笹
野
西
、
笹

野
中
）
、
▽
松
葉
シ
ノ
ブ
（
笹
野
東
）

▽
深
見
テ
ル
子
（
本
宮
）
、
▽
甲
斐
他

人
（
金
ケ
浜
）
、
▽
木
口
眩
一
（
籾
木

）
、
▽
松
葉
ユ
リ
子
（
野
毛
）
、
▽
甲

斐
隆
義
（
遠
見
）
、
▽
井
上
民
子
（
幸

脇
東
）
、
▽
黒
木
ス
イ
コ
　
（
幸
脇
中
、

幸
脇
西
の
一
部
）
、
▽
日
高
イ
チ
エ
　
（

飯
谷
、
鳥
川
、
幸
脇
西
の
【
部
）
、
▽

近
藤
華
子
（
上
町
、
中
町
、
下
町
）
、

▽
八
尋
洲
光
（
新
町
）
、
▽
高
山
芳
雄

（
余
瀬
）
、
▽
戸
高
一
二
三
（
山
並
）
、

▽
陰
欝
シ
ゲ
子
（
駅
通
り
）
、
▽
中
山

明
（
別
府
）
、
▽
黒
木
久
善
（
田
の
原

）
、
▽
黒
木
ユ
キ
ノ
（
落
鹿
）
、
▽
黒

木
萬
栄
（
高
松
）
、
▽
橋
口
彦
助
（
宮

の
下
）
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海底の大掃除

　県門好局は、去る8日と9日に細島商業港の海底の大掃

除を行いました。当日は、クレーン車等によって大がかり

に行われましたが、軽自動車や自転車、洗たく機などが続

　　　　　　　　々と引きあげられました。開発局では、

数
　　　　　　　近日中に工業港の海底も掃除する予定で

　　　　　　　すが「もうこれ以上スクラップを投げこ

　　　　　　　まないで欲しい…」といっています。

お倉が浜で

．
、
　
㌃

7　　　　　　　　　　たこあけ大会　　　　　　　　　三学期が始まって間もない去る11日、

　　　　　　　　平岩小学校の児童（3年生以上の男女）

　　　　　　　　220人が、お倉が浜海岸で、たこあげ大

会を行い楽しい一日を過ごしました。子どもたちは、冬休

み期間中に作ったおもいおもいのたこを持ちより、広い海

岸をかけめぐっていましたが、たこは北風にのって空高く

まいあがっていました。

－
驚
芦

　～罪
㌔
恐
κ

　
　
．
炉

「
ず

　
Σ
　
　
　
　
γ

4
’　
　
　
薦
　
　
沼

昭和50年1月号

（払式
・

ド
3

窄

謎繕三

670人の団員が勢ぞろい

　新春恒例の消防始め式が、去る5日、富島申学校グラウ

ンドで威勢よく行われました。

　この日は・無風のよい天気に恵まれ、市内8分団、38部、

670人の消防団員は、点検長の児玉市長

議簗撚羅読騨∠

野磁蓼
　　　飼条

はなやかに成人式

、器癬箏百罐懲轍こ＼
去る15日（成人の日）、日向勤労青少年

体育センターで、はなやかに行われました。

　ことしは、市内で男522人、女377人、計699人が新しく

おとなの仲間入りをしました。式典には約500人が出席、

来賓から祝福や励ましを受けていました。

図
書
館

だ
よ
り

煮

　
　
　
　
市
立
図
書
館
は

▽
場
所

　
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
「
階
（
市
役

　
　
所
南
側
）

▽
開
館
時
間

　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
（
た
だ
し
、
土
曜
日
は
九
時
～
＋

　
　
二
時
、
日
曜
、
祝
祭
日
は
休
館
）

▽
貸
し
出
し

　
　
。
一
回
二
週
間
三
冊
以
内

　
　
・
館
外
貸
し
出
し
は
、
貸
出
許
可

　
　
　
証
作
成
後
行
い
ま
す
が
、
こ
れ

　
　
　
は
市
内
在
住
で
小
学
校
一
年
生

　
　
　
か
ら
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
　
。
学
校
生
徒
は
父
兄
の
承
諾
が
必

　
　
　
要
で
す
。

▽
蔵
書
冊
数

　
　
蔵
書
冊
数
は
、
【
月
一
日
現
在
で

　
　
九
千
二
百
三
十
「
冊
、
内
訳
は
つ

　
　
ぎ
の
と
お
b
で
す
。

　
　
　
一
般
図
書
　
七
千
百
九
十
七
冊

　
　
　
児
童
図
書
千
五
百
十
一
冊

　
　
　
学
習
参
考
書
百
二
十
四
冊

　
　
　
郷
土
資
料
　
　
三
百
九
十
九
冊

　
利
用
者
が
返
却
期
日
を
守
ら
な
い
と

貸
し
出
し
図
書
の
回
転
が
す
ぐ
に
い
き

づ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な
で
返

却
毒
日
を
守
り
あ
い
、
い
つ
で
も
希
望

の
本
を
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う

協
力
し
ま
し
ょ
う
．

、

噛
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県
下
ね
ず
み
駆
除
運
動

　
例
年
の
と
お
り
、
二
月
一
日
置
ら
二

十
八
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
県
下
い
っ

せ
い
に
「
ね
ず
み
駆
除
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
ね
ず
み
は
、
い
ろ
い
ろ
の
病
気
（
赤

痢
、
ペ
ス
ト
、
食
中
毒
等
）
を
媒
介
し

た
り
、
火
災
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
農
作
物
な
ど
に
も
相
当
の
被

害
を
あ
た
え
ま
す
。

　
ね
ず
み
退
治
は
、
一
家
庭
だ
け
で
実

施
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

期
間
中
に
班
、
区
単
位
な
ど
集
団
で
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
殺
そ
剤
は
、
市
保
険
衛
生
課

に
あ
り
ま
す
。
．
（
一
個
八
十
円
）

胃
の
集
団
検
診

　
市
保
険
衛
生
課
で
は
、
昭
和
四
十
九

年
度
第
二
回
め
の
胃
の
集
団
検
診
を
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
検
診
対
象
者
n
満
四
十
歳
以
上
の
人

▽
検
診
料
1
1
七
百
円

▽
検
診
日
鵬
二
月
四
日
、
五
日
、
六
日

　
七
日
、
十
三
日
、
十
四
日
、
十
八
日

　
十
九
日
、
二
十
日
、
二
十
一
日
、
二

　
十
五
日
、
二
十
六
日
、
二
十
七
日
、

　
（
受
診
日
は
申
し
込
み
者
あ
て
、
そ

　
れ
ぞ
れ
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
）

　
な
お
、
区
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
に
地

域
ご
と
の
と
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
の
で
、
受
診
ご
希
望
の
か
た
は

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

年
金
だ
よ
り

◎
現
況
届
は
す
み
ま
し
た
か

　
老
令
年
金
、
通
算
老
令
年
金
を
昭
和

四
十
九
年
二
月
十
五
日
以
前
か
ら
受
け

て
い
る
か
た
に
は
、
直
接
、
社
会
保
険

庁
か
ら
「
現
況
届
用
紙
」
が
送
付
さ
れ

二
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
提
出
が
な
け
れ
ば
今

年
の
六
月
以
降
の
年
金
が
支
給
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
か

た
は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
過
去
の
未
納
保
険
料
を
納
め
ま
し
よ

　
り
つ
　
時
効
に
よ
り
保
険
料
を
納
入
で
き
な

か
っ
た
期
間
が
、
特
例
に
よ
っ
て
今
年

の
十
二
月
ま
で
に
限
り
月
額
九
百
円
で

納
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
納

め
も
れ
、
途
申
か
ら
の
加
入
者
に
と
っ

て
は
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

よ
り
多
く
の
年
金
に
す
る
た
め
完
納
し

ま
し
ょ
う
。

◎
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
へ

　
会
社
勤
め
や
公
務
員
の
ご
主
人
に
は

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
年
金
が
あ
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
奥
さ
ん
が
た

に
は
年
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
奥
さ
ん
が
た
に
も
、
よ
b
・

豊
か
な
老
後
の
備
え
が
で
き
る
よ
う
、

希
望
加
入
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
．
、

ご
主
人
の
年
金
と
は
別
に
、
奥
さ
ん
に

も
自
分
の
年
金
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

し
あ
わ
せ
な
老
後
が
約
束
き
れ
ま
し
よ

う
。
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
き
れ

ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
金
を
受
け
ま
し
ょ

う
。　
加
入
の
手
続
き
等
、
く
わ
し
い
こ
と

は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
決
ま
る

　
市
立
図
書
館
で
は
、
さ
き
に
小
中
学

生
を
対
象
に
読
書
感
想
文
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
、
つ
ぎ
の

か
た
が
入
賞
者
に
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
金
賞
1
1
く
ま
も
と
し
ょ
う
こ
さ
ん
（

　
日
小
一
年
）
、
か
い
ひ
ろ
え
さ
ん
（

　
平
小
二
年
目
、
富
山
陽
子
さ
ん
（
細

　
小
三
年
）
、
横
山
彰
三
さ
ん
（
美
小

　
四
年
）
、
高
柳
了
子
さ
ん
（
日
小
五

　
年
）
、
若
杉
昌
代
さ
ん
（
日
小
六
年

　
）
、
鈴
木
喜
代
子
さ
ん
（
富
中
「
年

　
）
、
北
村
真
理
子
さ
ん
（
岩
中
二
年

　
）
、
佐
藤
佳
子
さ
ん
（
八
面
三
年
）

◎
銀
賞
腔
か
い
し
き
さ
ん
（
平
小
一
年

　
）
、
う
め
だ
と
も
こ
さ
ん
（
日
小
二

　
年
）
、
日
高
夕
子
さ
ん
（
日
小
三
年

　
）
、
伊
藤
由
華
さ
ん
（
日
小
四
年
）

　
佐
藤
秀
美
さ
ん
（
塩
小
五
年
）
、
甲

　
斐
紀
子
さ
ん
（
塩
小
六
年
）
、
片
山

　
綾
子
さ
ん
（
富
中
一
伍
V
、
甲
斐
豊

　
子
き
ん
（
日
申
二
年
）
、
守
部
る
み

　
子
さ
ん
（
岩
申
三
年
）

◎
銅
賞
匪
と
み
や
ま
な
お
み
さ
ん
（
富

　
小
一
年
）
、
黒
木
こ
う
じ
き
ん
（
富

　
小
二
年
）
、
片
山
裕
久
さ
ん
（
日
小

　
三
年
）
、
篠
原
淳
子
さ
ん
（
日
立
四

　
年
）
、
今
村
真
澄
さ
ん
（
細
小
五
年

　
）
、
山
本
真
弓
さ
ん
（
塩
小
六
年
）

　
福
田
千
晶
き
ん
（
富
中
一
年
置
、
渡

　
辺
裕
美
さ
ん
（
美
中
二
年
）
、
松
葉

　
美
津
子
さ
ん
（
岩
中
三
年
）

そ
の
他
入
賞
者

　
　
小
学
校
薩
三
十
人

　
　
中
学
校
ほ
十
二
人

保
健
栄
養
学
級
生
募
集

　
日
向
保
健
所
で
は
、
昭
和
五
十
年
度

の
保
健
栄
養
学
級
生
（
基
礎
科
）
を
、

つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
保
健
栄
養
学
級
と
は
、
家
庭
の

健
康
管
理
の
基
礎
で
あ
る
栄
養
学
、
食

品
学
、
調
理
々
論
等
を
勉
強
し
て
家
庭

に
利
用
し
、
明
る
い
健
康
生
活
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▽
開
講
1
1
本
年
四
月
か
ら
毎
月
「
回
（

　
第
二
火
曜
日
）
、
六
回
に
て
修
了
、

▽
経
費
目
試
食
、
昼
食
を
兼
ね
て
の
材

　
料
費
だ
け
で
す
．

▽
開
設
場
所
握
日
向
保
健
所

▽
募
集
人
員
”
五
十
人

▽
募
集
期
間
1
1
三
月
末
日
ま
で

▽
資
格
1
1
一
般
家
庭
の
主
婦
お
よ
び
「

　
般
女
．
子
、
男
子
を
問
い
ま
せ
ん
。

▽
申
し
込
み
方
法
一
別
記
様
式
に
よ
り

　
日
向
保
健
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
↓
．
、

　
い
。

（様式）

　　　　保健栄養学級受講申込書

　　　　　　　　住所
　　　　　　　　氏名　　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　明
　　　　　　　生年月日大　　年　月　日
　　　　　　　　　　昭
　　　　　　艶礁華（　）

今般貴保健所において開設される保健栄
養学級を受講したいので申し込みます。

　　　　昭和　　年　　月　　日
日向保健所長殿

新
入
児
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

　
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は
、
入
学

前
六
ヵ
月
以
内
に
種
痘
と
ジ
フ
テ
リ
ア

の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
な
’
．
て

お
り
ま
す
。

　
ジ
フ
テ
リ
ア
は
一
月
か
ら
三
月
末
ま

で
、
種
痘
は
三
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　
ま
だ
接
種
の
済
ん
で
い
な
い
児
童
は

必
ず
受
け
て
く
だ
き
い
．
　
（
毎
週
火
曜

木
曜
日
の
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時

ま
で
予
防
接
種
場
で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
）
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本
年
度
入
学
児
童
に

　
　
就
学
の
お
知
ら
せ

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
四
月
に

市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
の
父

兄
あ
て
に
「
就
学
通
知
書
」
を
二
月
上

旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で

に
出
生
し
た
児
童
で
す
。

　
「
就
学
通
知
書
」
の
届
か
な
い
と
き

は
電
話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
か
ら
、
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
電
話
②
二

＝
一
番
、
内
線
四
三
四
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
健
康
診
査
を

　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
第
二
回

め
の
老
人
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
で
、
ま
だ
受
け
て

い
な
い
人
は
、
早
め
に
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▽
受
診
で
き
る
人
1
1
市
内
に
住
ん
で
い

　
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
（
明
治
四
十

　
二
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

　
）▽
受
診
期
間
1
1
一
月
二
十
日
か
ら
三
月

　
三
十
一
日
ま
で

▽
受
診
場
所
1
1
市
内
の
病
（
医
）
院

▽
費
用
1
1
無
料

▽
検
査
項
目
n
血
圧
、
尿
、
心
電
図
等

▽
そ
の
他
1
1
受
診
さ
れ
る
人
は
つ
ぎ
の

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
①
受
診
券
（
市
福
祉
事
務
所
、
各

　
　
支
所
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
宅
に

　
　
あ
り
ま
す
。
）

　
③
国
民
健
康
保
険
証
な
ど
の
加
入

　
　
医
療
保
険
証

農
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
引
力
を

　
二
月
一
日
に
は
、
全
国
い
の
．
せ
い
に

農
業
セ
ン
サ
ス
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
　
「
農
業
に

関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
最

も
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
統
計
調
査
で

昭
和
二
十
五
年
以
来
五
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
調
査
は
、
す

べ
て
の
農
家
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
向
市
で
も
、
二
月
中
に
調
査
員
が

み
な
さ
ん
の
お
宅
を
お
訪
ね
し
、
調
査

票
に
基
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
質
早
い
た
し

ま
す
が
、
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
市
企
画
課
統
計
係
）

消
費
者
大
学
が

　
　
開
催
さ
れ
ま
す

　
県
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
消
費
者

大
学
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
大
学
は
、
昨
今
、
ま
す
ま
す
複

雑
多
様
化
し
て
い
る
消
費
者
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
消
費
者
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
時
讐
二
月
四
日
午
後
一
時
か

　
ら
三
時
三
十
分
ま
で

▽
開
催
場
所
1
1
日
向
建
設
会
館
（
南
町

　
三
番
七
号
）

▽
参
加
対
象
者
1
1
生
活
モ
ニ
タ
ー
お
よ

　
び
一
般
消
費
者

▽
そ
の
他
1
1
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て

　
は
、
市
生
活
課
（
電
話
②
二
一
一
一

　
番
、
内
線
七
「
四
番
）
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
は

　
　
必
ず
許
可
を

　
こ
の
た
び
、
県
屋
外
広
告
物
条
例
が

全
面
改
正
さ
れ
、
広
告
す
る
場
合
、
県
の

許
可
が
必
要
に
な
り
、
広
告
の
禁
止
区

域
、
禁
止
物
件
等
が
定
め
ら
れ
、
ま
た

従
来
適
用
外
と
さ
れ
て
い
た
政
党
、
労

働
組
合
、
自
家
用
看
板
（
一
定
の
基
準

以
上
）
な
ど
に
つ
い
て
も
許
可
を
う
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
都
市
美
化
と
危
害
防
止
の
た
め
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。※
広
告
禁
止
区
域
、
禁
止
物
件
は
、
別

　
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
く

　
わ
し
い
こ
と
は
日
向
土
木
事
務
所
（

　
電
話
②
四
一
七
一
番
）
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

※
広
告
を
出
す
場
合
は
、
土
地
、
物
件

　
（
建
物
、
電
柱
、
道
路
な
ど
）
の
所

　
有
者
の
承
諾
を
う
け
た
う
え
で
、
日

向
土
木
事
務
所
の
許
可
を
う
け
て
く

だ
き
い

　
　
　
　
　
（
日
向
土
木
事
務
所
）

電
話
の
申
し
込
み
に
は

　
手
数
料
や
印
鑑
は
不
要

　
電
話
の
申
し
込
み
で
、
あ
る
業
者
が

家
庭
を
訪
聞
し
て
申
し
込
み
の
代
行
や

電
信
電
話
債
券
の
買
い
取
り
な
ど
で
、

保
証
金
を
取
っ
て
予
約
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
翼
々
公
社
と
は
な
ん
ら
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い
手
数
料
を
お

支
払
い
に
な
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
電
話
の
申
し
込
み
は
、
手
数
料
や
印

鑑
は
い
り
ま
せ
ん
。
霞
話
局
の
窓
口
で

簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
日
向
電
報
電
話
局
）

乳
幼
児
の
医
療
費
の

　
　
　
　
助
成
に
つ
い
て

　
県
、
市
で
は
、
乳
幼
児
が
病
気
や
ケ

ガ
（
入
院
、
療
養
を
含
む
。
）
な
ど
で

病
院
等
に
か
か
り
、
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
、
そ
の
一
部
を
助
成
し
て
お
り

ま
す
。

　
対
象
者
は
、
本
市
の
住
民
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
乳
幼
児
（
四
歳
未
満
）
で

す
。▽
入
院
の
場
合
1
1
四
歳
未
満
児
が
対
象

　
で
、
自
己
負
担
が
月
額
二
千
円
を
越

　
え
た
と
き
（
月
額
二
千
円
を
越
え
た

　
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
．
．
）

▽
入
院
外
の
場
合
1
1
三
歳
未
満
児
が
対

　
象
で
、
自
己
負
担
が
月
額
五
百
円
を

　
越
え
た
と
き
（
月
額
五
百
円
を
越
え

　
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
）

▽
手
続
き
方
法
1
1
申
請
書
（
月
単
位
）

　
に
病
院
等
の
証
明
を
も
ら
い
、
市
福

祉
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
市
福
祉
事
務
所
、
各
支

　
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
く
わ
し

　
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事
務
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
き
い
。

レ
＝

　
　
　
　
　
　
　
「
，
陵

日
二
月
中
目

▽
二
月
二
日
甜
渡
辺
病
院
（
電
話
⑦
「

〇
一
一
番
）
、
鮫
島
（
整
）
医
院
（
電

　
話
②
八
一
九
　
番
）
、
黒
木
医
院
（

　
電
話
②
六
〇
五
五
番
）

▽
二
月
九
日
1
1
樋
口
病
院
（
電
話
門
川

　
◎
一
〇
三
六
番
）
、
稲
原
医
院
（
電

話
②
二
二
〇
九
番
）
、
吉
田
医
院
（

　
電
話
②
四
四
〇
一
番
）

▽
二
月
十
一
日
一
千
代
田
病
院
（
電
話

　
②
二
六
三
八
番
）
、
棚
田
医
院
（
電

　
話
②
二
九
五
〇
番
）
、
田
中
病
院
（

　
電
話
門
川
③
一
四
四
六
番
）

▽
二
月
十
六
日
1
一
二
木
医
院
（
電
話
②

　
四
四
六
八
番
）
、
吉
森
医
院
（
電
話

　
②
四
〇
四
六
番
）
、
協
和
病
院
（
電

　
話
②
二
八
〇
六
番
）

▽
二
月
二
十
三
日
1
1
橋
口
医
院
（
電
話

　
②
二
六
〇
〇
番
）
、
永
田
（
産
）
医
院

　
（
電
話
②
三
三
八
八
番
）
、
田
中
医

　
院
（
電
話
②
二
五
一
五
番
）

辱
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